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年
初
に
計
量
し
、
珪
お
よ
び
紐
に
よ
り
途
行
さ
れ
た
努
簡
と
・
夢
働
日
計

算
の
正
確
性
を
駿
重
に
統
制
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　一

九

三

九

年
三
月
八
日
附
黛
甲
央
委
員
倉
お
よ
び
人
民
委
員
倉
議
の
決

議
に
よ
り
、
農
吉
の
甚
」
礎
的
生
産
過
穆
に
お
い
て
重
要
な
意
±
義
を
も
つ
て

い

る
ト
ラ
ク
タ
ー
お
よ
び
コ
ン
バ
イ
ン
蓮
蒋
手
の
作
業
に
も
努
働
報
酬
の

征
倉
主
義
的

原
則

が

適
用

さ
れ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
ー
、
ハ
ィ
ン
の
優
秀
な

利

用
、
作
業
の
質
的
向
上
、
高
牧
穫
卒
の
確
保
お
よ
び
蓮
韓
手
の
物
的
闘

心

を
高
め
る
た
め
に
多
く
の
手
段
が
講
じ
ら
れ
た
。
一
九
四
七
年
薫
中
央

委
員

曾
二
月
幹
部
會
に
お
い
て
、
収
穫
増
大
に
封
す
る
ト
ラ
ク
タ
ー
蓮
韓

手
の

責

任

と
個
人
的
闘
心
お
よ
び
質
的
改
善
を
計
る
た
め
、
　
一
九
四
七
年

よ
リ
ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
班
の
報
酬
規
定
を
左
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
す
な

わ
ち

ト
ラ
ク
タ
ー
作
業
班
に
よ
り
耕
作
さ
れ
た
コ
ル
ホ
｜
ズ
耕
地
に
お
け

る
牧
穫
計
叢
を
途
行
し
た
場
合
、
ト
ラ
ク
タ
ー
運
韓
手
、
班
長
、
班
長
助

手
、
調
整
手
に
封
し
て
は
一
努
働
日
最
少
保
誇
と
し
て
、
三
キ
ロ
グ
ラ
ム

の

穀
物
を
給
異
し
、
未
途
行
の
場
合
に
は
最
少
ニ
キ
ロ
ギ
ラ
ム
の
穀
物
を

給
與
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

ソ
ヴ
エ
ト
同
盟
に
お
い
て
は
、
も
と
よ
り
努
働
報
酬
の
方
法
決
定
は
決

し
て
順
調
な
道
を
歩
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
。
多
く
の
困
難
の
上
に
ま
た

幾
多

の

失
敗

を
重
ね
な
が
ら
そ
の
改
善
に
ち
ゆ
う
ち
よ
す
る
こ
と
な
く
打

ち

立
て

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
肺
曾
主
義
冠
會
に
お
け
る
芳

働
者
の
個
人
的
な
利
害
．
と
冠
會
的
な
利
害
と
が
一
致
融
合
す
る
よ
う
な
、

杜
曾
主
義
冠
旬
に
固
有
の
終
濟
原
則
に
も
と
ず
い
て
、
敷
百
萬
人
の
創
意

ソ
ヴ
エ
ト
同
明
ユ
の
賃
銀

を
活
用
・
レ
、
婁
産
力
の
登
蓮
（
≠
窪
撰
弓
；
・
5
4
己
麟
き
ム
蔭
鯵
t
鯵
書
亨
着

♪
の

る
の
苛
c
あ
る
へ
、本

號

執

筆
者
紹
介

出
　
ロ
　
勇
藏
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木
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京
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本
誌
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購
讃
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び
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べ
て
有
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閣
へ
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込
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さ
い
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